
 

 

 

 

令和４年度 

 

滋賀県畜産技術振興センター 
 

業 務 報 告 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年(２０２３年)１２月 

 



目 次 

 

第１ 総務 

１. 基本方針 .......................................................................................................................... １ 

２. 沿革 ................................................................................................................................. １ 

３. 位置および交通 ............................................................................................................... ２ 

４. 土地利用内訳および場内略図 ......................................................................................... ３ 

５．機構 ................................................................................................................................ ４ 

６．職員 

（１）現員 ................................................................................................................... ４ 

（２）業務分担 ............................................................................................................ ４ 

７．飼養家畜 ......................................................................................................................... ５ 

第２ 試験研究 

１. 令和 4 年度に実施した試験研究課題 .............................................................................. ６ 

２. 令和 4 年度に実施した事後評価課題 ........................................................................... ７ 

第３ 家畜改良・増殖 

１. 高品質近江牛づくり推進事業 ......................................................................................... ９ 

２. 高能力乳用牛遺伝資源醸成事業.................................................................................. １０ 

３. 近江しゃもの種卵供給 ................................................................................................ １０ 

４. キャトル・ステーションの運営.................................................................................. １１ 

第４ 技術指導 

１. 繁殖技術指導 ............................................................................................................... １３ 

２. 家畜改良指導 ............................................................................................................... １３ 

３. 研修会開催 .................................................................................................................. １４ 

４. 全国和牛能力共進会 .................................................................................................... １４ 

第５ 自給飼料 

１. 自給飼料生産事業 ....................................................................................................... １７ 

２. 自給飼料分析センター ................................................................................................ １７ 

第６ ふれあい広場 

１. ふれあい広場の概要 .................................................................................................... １９ 

第７ 後継者育成 

１. 農業大学校 .................................................................................................................. ２０ 

２. 高等学校 ...................................................................................................................... ２１ 

３. インターンシップ ....................................................................................................... ２１ 

４. 中学校 .......................................................................................................................... ２１ 

第８ 情報活動 

１. 発行印刷物 .................................................................................................................. ２２ 

２. 学会誌等の誌上発表 .................................................................................................... ２２ 

３. 口頭発表 ...................................................................................................................... ２２ 

４. 会議および研修会等の開催状況.................................................................................. ２２ 

５. 講師派遣等 .................................................................................................................. ２２ 

 



１ 

 

第１ 総務 

１. 基本方針 

 畜産は肉・乳・卵といった安全・安心な食料を供給するのはもちろんのこと、飼料生産や家畜

排せつ物の堆肥利用を通じた地域内資源循環、家畜を活用した食育・情操教育など多くの役割を

担っている。一方、現在、畜産業は飼料や生産資材価格の高騰、経営者の高齢化と担い手不足、

口蹄疫や高病原性鳥インフルエンザ等の家畜伝染病の発生といった様々な課題に直面している。 

こうした状況の中で、畜産技術振興センター（以下「センター」）はこうした課題解決に向けた

畜産の技術開発および普及・指導に取り組んでおり、「試験研究」「家畜改良・増殖」「キャトル・

ステーションの運営」「技術指導」「後継者育成」「ふれあい牧場の開設」の６点を大きな柱に事業

を実施している。 

 

(１) 試験研究 

滋賀県の農業・畜産の特性を生かしつつ、実用普及につながる技術開発を行っている。 

(２) 家畜改良・増殖 

「近江牛」の繁殖素牛や和牛胚および高能力乳用初妊牛を県内の畜産農家に譲渡することに

より、生産基盤強化と家畜改良に寄与しています。また、当センターで開発した地鶏「近江

しゃも」の種卵を生産・供給している。 

(３)  キャトル・ステーションの運営 

近江牛は肥育素牛の多くを県外から導入しているという課題がある。そこで、肥育牛の安

定確保に向けた地域内一貫生産体制の強化を図ることを目的に、当センターで和牛胚の生産・

供給を行い、乳用牛への和牛胚移植の推進により和牛子牛の生産頭数の増大を図るとともに、

県内で生産された和牛子牛を買い取り、肥育素牛として県内肥育農家へ譲渡するための飼養

施設（キャトル・ステーション）を運営している。 

(４)  技術指導 

肉用牛農家における飼養管理技術の指導、畜産農家団体の活動支援など、農家の生産性向上

を図るための取り組みを行っている。 

(５)  後継者育成 

本県畜産の後継者育成や担い手の確保、さらには畜産業への理解醸成を目的に、農業大学

校の学生指導や牛人工授精師資格講習会、地元中学生の職場体験など、畜産の後継者育成の

ための幅広い活動を行っている。 

(６)  ふれあい広場の開設 

動物たちとのふれあいを通じて生命の温かさ・大切さを学び、家畜への親しみと理解を深

めていただくため、センターの一部を「ふれあい広場」として県民のみなさんへ開放してい

る。 

 

２. 沿革 

昭和 ６年     通常県会において滋賀県種畜場設置を議決 

昭和 ７年 ４月  野洲郡野洲町に滋賀県種畜場を設置（面積 2.8ｈa） 

         牛および家兎を飼育開始 

昭和 ９年１０月  豚および蜜蜂を飼育開始 

昭和１４年 ６月  めん羊を飼育開始 

昭和１４年 ６月  蒲生郡日野町に滋賀県種畜場蒲生分場を新設（面積 30ｈa） 



２ 

 

昭和１６年 ７月  滋賀県種畜場蒲生分場に滋賀県立農民道場を併設 

    １０月  滋賀県種畜場野洲本場を廃止し、蒲生分場を本場とする 

昭和２２年 ６月  滋賀県農民道場を種畜場に統合するとともに、名称を滋賀県立有畜営農

指導所と改称 

昭和３０年 ９月  機構改革により滋賀県立有畜営農指導所を滋賀県種畜場と改称、同時                                         

に滋賀県日野家畜保健衛生所を併設 

家畜人工授精メインセンターとして業務開始 

昭和３１年 ５月  併設の滋賀県日野家畜保健衛生所を近江八幡へ移転 

昭和３７年 ４月  滋賀県農村青年研修館を併設 

昭和４１年 ４月  機構改革により業務係を廃止、飼養技術係および人工授精係を設置 

昭和４４年 ３月  滋賀県農村青年研修館を廃止、同時に滋賀県立高等営農学園（安土町）

が設立され、滋賀県種畜場は、日野分校として畜産専攻課程を担当 

昭和４５年 ４月  機構改革により人工授精係を繁殖係とし、養成係を飼料作物係と改称 

昭和４５年１２月  乳用雌牛育成牧場事業拡大に伴う事業用地として 13.5ｈaを買収、また

牛人工授精用精液を全面的に凍結精液に切り換える 

  昭和４６年 １月  乳用雌牛育成放牧事業開始 

  昭和４７年 ４月  家畜改良事業団から凍結精液の導入開始 

  昭和４８年 ４月  滋賀県伊吹家畜増殖場（豚）を統合 

            蒲生地域広域農道が場内を貫通（被買収面積 1.095ｈa） 

    昭和５０年 ４月  滋賀県立高等営農学園を滋賀県立営農大学校と改称 

            引き続き畜産専攻課程を担当 

  昭和５３年 ３月  種雄牛のけい養を廃止 

  昭和５９年 ３月  滋賀県畜産センター（仮称）整備 3カ年事業始まる 

  昭和６０年 １月  公共育成牧場整備 2カ年事業始まる 

        ４月  滋賀県種鶏場を統合し、名称を滋賀県畜産技術センターと改称 

  昭和６１年 ３月  滋賀県畜産技術センター整備事業及び公共育成牧場整備事業竣工 

  平成 元年 ４月  滋賀県立営農大学校が滋賀県立農業大学校と改称 

            引き続き畜産専攻課程を担当 

  平成 ６年 ４月  滋賀県畜産技術振興センターと改称し、技術指導部門を新設 

            今津町に西部指導所を設置 

  平成１２年 ４月  滋賀県農業総合センターに再編統合し、滋賀県農業総合センター畜産技

術振興センターと改称 

  平成１７年 ４月  滋賀県総合センターの組織改編に伴い、独立機関「滋賀県畜産技術振興

センター」となる 

 平成２９年１０月  キャトル・ステーション整備事業工事開始 

 平成３０年７月   キャトル・ステーション整備事業竣工、供用開始 

 平成３１年４月  繁殖牛舎およびルーズバーン建替え、供用開始 

 

３. 位置および交通 

滋賀県の東南部、蒲生郡日野町大字山本に位置し、東に国定公園鈴鹿の連山を、西には琵琶湖

を経て遠く比良の連峰を望む標高１８０ｍの緑あふれる眺めのよい丘陵地帯に立地している。 

近くには日野町立大谷総合運動公園や藤の寺「正法寺」、県花「しゃくなげ」の群生地などが

ある。 
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＜アクセス＞ 

車：名神高速道路八日市インターまたは竜王インターより車で２５分あるいは蒲生スマートイ

ンターより車で１５分 

電車・バス： 

・ＪＲ近江八幡駅下車、近江バス日野行き必佐公民館前下車徒歩約２０分。 

・近江鉄道日野駅下車タクシーで５分 

・近江鉄道日野駅下車近江バス近江八幡駅行き必佐公民館前下車徒歩２０分または

日野町営バス湖南サンライズ線畜産技術振興センター前下車。 

 

４. 土地利用内訳および場内略図 

 面 積 

建物敷地 １７，３６７㎡ 

飼料畑・採草地 ２１７，１９４㎡ 

放牧地 ４５，５００㎡ 

ふれあい広場 ４０，５００㎡ 

宿舎跡地 １２，５５２㎡ 

その他 ８５，４５０㎡ 

総面積 ４１８，５６３㎡ 

 

[場内略図] 
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５．機構 

総務係         （ ４名） 

  所長   次長       酪農・飼料係   （１７名） 

                近江牛第１係   （１２名） 

    近江牛第２係  （１８名）  

※令和 5年 3月 31日時点 

６．職員 

（１）現員                          
令和５年３月３１日 

 行政職 研究職 技能労務職 会計年度任用職員   計 

所長  １   １ 

次長  １   １ 

総務係 2  １ １ ４ 

近江牛第１係  ６ ４ ２ １２ 

近江牛第２係  ６ ５ ７ １８ 

酪農・飼料係  ４ ５ ８ １７ 

 2 １８ １５ １８ ５３ 

 

 

（２）業務内容 

 

係名 分担業務 

所長 総括 

次長 所内運営および試験研究の総括、職員の人事、服務 

関係機関との連絡調整 

総務係 ・管理担当事務の総括、予算および決算 

・歳出予算の執行および経理 

・県有財産の管理、公印の管守 

・歳入予算、職員の給与、諸手当、共済組合、互助会、物品の出納保管、

文書の収受、発送、編さん、および保存 

・自動車運転および車両整備、本館の営繕、燃料庫の管理 

・その他庶務   等 

近江牛第一係 ・肥育牛の飼養管理、試験研究 

・繁殖牛の飼養管理、試験研究 

・所内繁殖牛の改良推進、優良和牛子牛の生産 

・和牛胚の生産・供給、胚移植技術に係る試験研究および指導 

・肉用牛農家グループの育成・指導 

・肉用牛農家への技術指導 

・和牛育種価情報の解析および活用 

・繁殖牛の生産技術に係る調査・指導 

・和牛改良の推進に係る調査研究、指導   等 
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近江牛第二係 ・キャトル・ステーションの運営 

・近江牛の繁殖素牛育成および譲渡 

・和牛子牛の飼養管理、試験研究    等 

酪農・飼料係 ・乳用牛の飼養管理技術に係る試験研究 

・高能力乳用初妊牛の哺育育成・譲渡 

・近江しゃもの試験研究 

・近江しゃもの種卵の生産および譲渡 

・飼料作物の試験研究および普及 

・自給飼料の生産、分析 

・畜産環境の試験研究および技術指導 

・ふれあい広場の運営 

・担い手の育成       等 

 

７．飼養家畜 

令和５年 2 月 1 日時点 

 畜舎等：２９畜舎、１孵卵舎   

乳用牛： ７１頭(成牛 ３頭、  育成牛 ４３頭、子牛 ２５頭) 

肉用牛： 肥育牛 ２８６頭  (成牛 ４６頭、  育成牛 １４４頭、子牛 ９６頭) 

： 繁殖牛 １６７頭 (成牛 １０４頭、 育成牛 ４３頭、子牛 ２０頭)    

鶏  ：９３１羽 

その他： めん羊 ３８頭  

      山羊  ８頭 

      馬  ４頭 
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第２ 試験研究 

１．令和4年度に実施した試験研究課題  

研究課題 内 容 担当 協力機関 実施期間 

変化する消費者ニ

ーズを捉えた近江

牛生産技術の確立 

牛肉に対する消費者ニーズの多

様化に対応するため、ライスオ

イル（米油）の給与による牛肉中

の脂肪質の向上に取り組む。ま

た、経産牛の再肥育や一産取り

肥育による適度な脂肪交雑で値

頃感のある牛肉の生産技術を確

立する。 

近江牛第一係  Ｒ３ 

～Ｒ７ 

 

代謝プロファイル

テストの活用によ

る 

生産性の高い繁殖

雌牛群管理技術の

確立 

牛群の栄養状態を適時モニタリ

ングする代謝プロファイルテス

トや繁殖牛の発情行動を常時検

知する ICT 機器を組み合わせ、

多頭数の繁殖牛を効率的に管理

し、1年 1産を達成するための大

規模牛群管理システムを確立す

る。 

近江牛第一係  Ｒ２ 

～Ｒ４ 

情報機器を活用し

た黒毛和種子牛の

多頭飼育における

高精度健康管理手

法の確立 

多頭飼育下における哺育・育成

期子牛の損耗防止や発育向上を

目的に、生体情報収集機器と個

体識別機器、情報管理機器を組

み合わせることで、より多くの

視点から体調不良をより早期に

高い精度で発見できる健康管理

手法を確立する。 

近江牛第二係 滋賀県立大学 Ｒ３ 

～Ｒ５ 

蛋白のバイパス率

に着目した乳用育

成牛の成長および

生産性の評価 

ルーメンバイパス蛋白質に着目

し、乳用牛の体格の大型化に適

応した発育の確保を目指した新

たな給与体系を確立する。 

酪農・飼料係  Ｒ２ 

～Ｒ４ 

県産飼料用米を最

大限活用した「近

江しゃも」の生産

技術の確立 

近江の地場産品に指定されてい

る「近江しゃも」のさらなるブラ

ンド力向上のため、本県の水田

で生産された飼料用米を最大限

活用した「近江しゃも」の統一的

な飼養方法の参考となる生産技

術を確立する。 

酪農・飼料係 農業技術振興

センター 

Ｒ４ 

～Ｒ５ 

イタリアンライグ

ラス系統適応性検

定試験 

国立研究開発法人農業・食品産

業技術総合研究機構（以下「農研

機構」）畜産研究部門で育成され

酪農・飼料係 農 研 機 構 

畜産草地研究所 

Ｒ１ 

～Ｒ４ 



７ 

 

たイタリアンライグラス系統に

ついて、夏季が厳しい条件を備

えた地域での栽培適性を明らか

にするため、系統適応性の評価

を行う。 

 

２. 令和４年度に実施した事後評価課題 

（１）「近江牛」の生産性の効率化（実施期間：Ｈ２７～Ｒ３） 

①研究の概要 

    近江牛生産では肥育素牛と飼料の購入経費が生産コストの大部分を占めているが、近年

の子牛価格、飼料価格の高騰により、近江牛生産者の経営は大きく圧迫されている。今後、

近江牛の生産を維持・拡大していくためには、費用対効果と品質向上を考慮した飼養管理

を構築していく必要性がある。肥育素牛の発育状況はその後の肥育成績に大きく影響する

ため、素牛に合った飼養管理を行うことにより費用対効果を高められる可能性があるが、

その方法は明確ではない。本試験では肥育素牛の発育状況に合致した以下の項目を検討し、

費用対効果と品質の向上を考慮した飼養管理方法を確立する。 

 

 ア 肥育前期の飼料増給方法 

 イ 血中ビタミン Aコントロール方法 

 ウ 蛋白質の給与量  

 エ 自給飼料（飼料用米など）給与方法  

オ 育成期から肥育前期にかけた飼料給与方法 

 

②研究の成果 

・ 肥育前期の濃厚飼料の増給ペースは速めず、肥育中期以降は定量給与をすることに

より、濃厚飼料の無駄を無くし、飼料効率を向上させることができる。 

・肥育前期から血中ビタミンＡ濃度を低く推移させることで、枝肉格付結果（ロース芯

面積、皮下脂肪厚、歩留基準値）を向上させることができる。 

・肥育前期にタンパク質給与量を高めることで、増体に悪影響を与える可能性がある。 

・玄米と豆腐粕を用いて良質なサイレージを製造でき、豆腐粕の保存性が向上できる。 

・玄米・豆腐粕混合サイレージを、配合飼料の最大５０％代替（原物ベース）しても飼

料摂取量に影響を与えずに給与することができる。 

・乾燥豆腐粕を配合飼料の１０％代替（原物ベース）しても飼料摂取量に影響を与えず

に給与することができるが、２０％以上代替給与すると飼料摂取量が低下する傾向が

ある。 

・乾燥豆腐粕を配合飼料の１０％代替（原物ベース）しても、枝肉格付結果に影響を与

えずに給与することができる。 

 

（２）水田の効率的活用による自給飼料生産拡大技術確立（実施期間：Ｈ２９～Ｒ３） 

①研究の概要 

・稲発酵粗飼料（稲ＷＣＳ）収穫時期分散のための飼料用稲専用品種の選定および高品
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質生産技術を確立するため、熟期ごとの県内適応性有望品種の選定および生育ステー

ジ別高品質・安定生産技術の検討を行う。 

・飼料用稲－飼料作物の１年２作体系による自給飼料生産技術を確立するため、飼料用

稲と組合せ可能な麦類草種の比較検討を行うとともに、飼料用稲専用収穫機による収

穫調製の検討を行う。 

 

② 研究の成果 

・飼料用稲は、晩生になるほど多収であった。 

・飼料用稲は、いずれの品種も発酵品質は良好であった。 

・麦類は、オオムギとエンバク以外は黄熟期が近畿の梅雨入り平年値の６月７日を過ぎ、

カビの発生に留意。 

・飼料用専用稲の晩生品種と麦類のオオムギを用いて同一圃場での１年２作体系での安

定的な乾物収量の最大化が可能。 

・同一圃場同一条件で栽培した飼料用稲および麦類の技術情報の確保ができた。 

・ホールクロップで収穫するため麦跡の翌日移植稲作でも、麦の圃場残渣が少なく窒素

飢餓が起きなかった。 

 

（３）黒毛和種雌牛育成期における経腟採卵-体外受精（OPU-IVF）技術を活用した効

率的胚生産技術の確立（実施期間：Ｈ３１～Ｒ３） 

①研究の概要 

黒毛和種繁殖牛の遺伝的能力の評価はこれまで生後約５年の期間を要していたが、新た

な遺伝的能力評価（ゲノミック評価）が開発され、育成期から高い精度で把握できるよう

になった。 

当所では、和牛改良を目的に、黒毛和種経産牛から経腟採卵（OPU）-体外受精（IVF）に

より体外受精胚を生産して県内の酪農家等に供給しているほか、当所で生まれた黒毛和種

雌子牛は、県内の黒毛和種繁殖農家に繁殖用子牛として供給していることから、より早期

に遺伝的能力を把握、活用を進め、改良速度の向上を図ることが望ましい。 

一方で、育成期の黒毛和種雌牛は、体格や生殖器のサイズが小さいことや春機発動期前

後の繁殖機能が未熟であることなど、OPUを実施するための技術的課題は多いことから、黒

毛和種雌牛育成期における OPU-IVF の適用条件を明らかにし、胚生産成績の高位安定化技

術を確立するため、以下の項目を検討した。 

・黒毛和種雌牛育成期における OPU-IVFの適用条件と OPU実施後の繁殖成績への影響調査 

・黒毛和種雌牛育成期における OPU-IVF 成績高位安定化を図るため、ホルモン製剤の前処

置効果について検討 

 

② 研究の成果 

・黒毛和種では１０か月齢から OPUが実施でき、胚生産も可能であった。 

   ・１０～１４か月齢までの間に OPU を実施しても、その後の人工授精による受胎成績には

影響はない。 

   ・OPU前の GnRH 製剤投与は、有意差はないものの、より多くの胚盤胞を確保できるように

なる。 
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第３ 家畜改良・増殖 

１. 高品質近江牛づくり推進事業 

（１）背景・目的 
近江牛の改良推進および生産基盤の拡大を目的に、当センターで飼養している繁殖雌牛から高

品質な和牛子牛の生産・供給を行った。 

 

（２）今年度の活動内容 

滋賀県育種価評価ならびにゲノミック評価を活用して、繁殖雌牛群の整備、改良を進めるとと

もに、繁殖雌牛へ交配する種雄牛を選定し、子牛の生産を行った。雌子牛は繁殖素牛として県内

の和牛繁殖農家に譲渡するとともに、去勢子牛は高島総合家畜市場あるいはセンターが開催する

販売会に出品した。 

 

（３）事業実績 

ア 繁殖部門 

（ア） 高能力繁殖雌牛群の整備を目的に、後継雌牛として、宮崎県から７頭を導入し、

センター産４頭を保留した。また、高齢、低育種価などを理由に１７頭を淘汰し

繁殖雌牛の更新を進めた。 

（イ） 雄４４頭、雌３８頭の計８２頭の子牛を生産した。 

イ 子牛部門 

（ア） 子牛の６ヵ月齢時における平均体重は、雄１８８ｋｇ、雌１８９ｋｇであった。 

（イ） 雌子牛は、発育値や体型などにより繁殖素牛として評価を行い、年間５回（４、 

８、１０、１２、２月）開催した譲渡会において、県内の繁殖農家に１６頭を譲

渡し 

［譲渡牛１６頭の概要］ 

平均価格 ５３８，０３４円（消費税込み） 

平均日齢 ２６６日 

平均体重 ２４８㎏ 

（ウ） 年間３回（７月、１１月、３月）開催される高島総合家畜市場および年２回（５

月、９月）開催の当センター販売会に、去勢４５頭および雌８頭の計５３頭を出

品・販売した。 

［販売５３頭の概要］ 

平均価格 ４７７，３５８円（消費税込） 

平均日齢 ２６９日 

平均体重 去勢２６６㎏、雌２５９㎏ 

（４）次年度以降の計画 

   世界情勢の変化やコロナ禍の影響により、全国的に和牛素牛の導入意欲が低下してい

るが、県内の和牛繁殖農家の生産基盤の強化・拡大および繁殖雌牛の改良を進めるため、引

き続き高能力な子牛生産に努める。 
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２. 高能力乳用牛遺伝資源醸成事業 

（１）背景・目的 
当事業は、牛群改良の基礎となる高能力乳用牛を県内酪農家に供給することを目的に、県

内酪農家から優良乳用種雌子牛を計画的に買い上げ、育成後初妊牛として譲渡を行った。 

 

（２）事業実績 

ア 子牛の導入および育成 
・５戸２６頭のホルスタイン種乳用牛（４～３３日齢、平均１４日齢）を県内酪農家より

買い上げた（参加農家５戸）。 

・導入時にヨーネ病、牛ウイルス性下痢、牛伝染性リンパ腫検査を実施し、陰性のものの

み導入した。 

・酪農家の収益向上および県内和牛子牛生産拡大を目的に、１２か月齢から１４か月齢ま

では黒毛和種受精卵移植を実施し、受胎しなかった牛についてホルスタイン種凍結精液

を用いた。不受胎を繰り返す牛や流産により初産月齢の遅れが見込まれる牛に対し黒毛

和種凍結精液による授精を実施した。 

なお、ホルスタイン種授精については性選別精液（Sort90）を優先的に使用した。 

 

イ 初妊牛譲渡 
・９戸２４頭の初妊牛を譲渡した。２４頭中黒毛和種受精卵移植による妊娠牛が１１頭、

ホルスタイン種凍結精液による妊娠牛が９頭、黒毛和種凍結精液による妊娠牛が４頭で

あった。 

・なお、繁殖障害のため３頭を廃用した。 

 

［令和３年度導入子牛の初回授精（受精卵移植）月齢］ 
目標 １２～１５か月齢 

実績 １２．６～１５．６か月齢（平均１３．７か月齢） 

 

［令和４年度譲渡牛の平均初産分娩月齢］ 
目標 ２５か月齢 

実績 平均２５．０か月齢 

 

（３）次年度以降の計画 

   世界情勢の変化やコロナ禍の影響により、飼料をはじめ生産資材価格が高騰しており、

酪農にとっては厳しい情勢が続いている。県内の酪農生産基盤の強化のため、良質な初妊

牛の育成・譲渡に努める。 

 

 

３. 近江しゃもの種卵供給 

（１）背景・目的 
滋賀県の特産鶏である近江しゃもの種鶏および性能を維持し、種卵を近江しゃも普及推進

協議会（以下、協議会）へ供給することを目的とする。 
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（２）今年度の事業内容 

ア 種卵供給 
     １９，８５８個 

      ※ 協議会の初生ひな供給実績は１７，３１９羽（前年比７０．０％） 

             

イ 鶏群の維持および更新 
     計画どおり更新できた。 

     ０鶏舎更新用ふ化 ５／１１、６／２９、１１／１６、１／１３ 

     種鶏舎更新用ふ化 ６／２９ 

 

（３）次年度以降の計画 
種鶏の更新、無駄の少ない種鶏数管理を行いつつ、協議会のひな払下計画に基づき、種卵

の供給を行うとともに、ふ化率の向上に努める。 

 

４. キャトル・ステーションの運営 

（１）背景・目的 
近江牛は肥育素牛の多くを県外から購入しており、肥育牛の安定確保に向けた地域内一貫

生産体制の強化を図る必要がある。そこで当センターで和牛胚の生産・供給を行い、和牛子

牛の生産頭数の増大を図るとともに、県内で生産された和牛子牛を買い取り、キャトル・ス

テーションで哺育・育成したのち、肥育素牛として販売することで肥育素牛の県内自給率向

上を目指す。 

 

（２）今年度の活動内容 
  当センターで飼育する和牛繁殖雌牛から体外受精胚を生産し、家畜人工授精師等を通じて県

内酪農家に供給した。 

県内の酪農家で和牛胚移植により生産された和牛子牛ならびに和牛繁殖農家で生産された和

牛子牛を買い取り、約９か月齢まで哺育・育成した後、高島総合家畜市場または当センターで

開催する和牛子牛販売会を通じて県内の和牛肥育農家へ販売した。また、希望に応じて子牛生

産元の農家へ売り渡しを行った。 

  また、和牛胚の移植対象となる乳用雌子牛を酪農家から買い取り、約 5 か月齢まで哺育・育

成した後、子牛生産元の農家へ売り渡しを行った。 

 

（３）今年度の事業内容 

ア 和牛胚の生産供給 

     当センター繋養の繁殖和牛のべ８４頭より経腟採卵を実施し、１６８個の和牛胚を生

産した。１頭あたり平均採取卵子数は８.２個、培養個数は４８５個、移植可能胚数は

１６８個であった。また、９１個の胚を供給した。 

  

イ 子牛の導入および育成 

３１戸の農家より３２３頭の和牛子牛（目標４００頭）、７戸の酪農家より６２頭の 

乳用雌子牛（目標５０頭）を買い上げた。導入時に牛ウイルス性下痢、牛伝染性リンパ

腫検査を実施し陰性のもののみ導入した。なお、和牛子牛の５ヵ月齢時における平均体
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重は、雄１６６ｋｇ、雌１５８ｋｇであった。 

 

ウ 子牛出荷成績 

年間３回（７月、１１月、３月）開催される高島総合家畜市場および年２回 

（５月、９月）開催の当センター販売会に出品するとともに、子牛生産元の農家へ売り

渡しを行った。 

 

[家畜市場および販売会への出品] 

 和牛子牛１４０頭（去勢７４頭および雌６６頭） ※目標販売頭数 ２４０頭 

平均価格 ４４５，５７４円（去勢） ３９５，８３３円（雌）  

平均日齢 ２７６日（去勢）  ２８０日（雌） 

平均体重 ２７２ｋｇ（去勢） ２４９㎏（雌） 

 

 [子牛生産元の農家へ売り渡し] 

   和牛子牛１２７頭（去勢６５頭、雌６２頭）乳用雌子牛７５頭  

※目標売り渡し頭数 １８４頭（和牛子牛１３４頭、乳用雌子牛５０頭） 

 

（４）今後の問題と次年度以降の計画 
牛胚の生産については、経腟採卵を活用した効率的和牛胚生産技術の確立し作業マニュア

ルを作成、胚生産の安定化を図る。供給胚について受胎率に関するデータを蓄積し、庭先融

解による直接移植が可能な超急速ガラス化法を実用化し、供給胚の利用拡大を図る。 

キャトル・ステーションについては、子牛の導入頭数、利用農家数ともに年々増加してお

り、県内産肥育素牛の自給率の向上に寄与しているが、導入頭数の増加に伴う疾病の増加や

発育低下などが課題となっている。今後も導入頭数の確保に努めるとともに、発育向上を目

指し疾病対策、飼養管理の改善を図っていく。 
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第４ 技術指導 

 当事業では主に和牛繁殖農家に対し月 1 度程度の巡回を行い、飼養管理や繁殖技術等の指導を

行っている。併せて登録の推進（子牛登記検査・繁殖雌牛基本登録審査）や育種価分析等の家畜

改良指導を行っている。 

  さらに、農協や農家グループに対し技術提供等を行い、その活動を支援している。 

  

１. 繁殖技術指導 

  和牛繁殖農家 33戸に対し、延べ 310回の巡回指導を実施した。また、うち 19戸で延べ

1,089頭の繁殖検診を実施した。このうち特に繁殖成績に問題のある農家については、定期巡回

以外の繁殖検診や飼養管理成績のモニタリングおよび飼料給与の改善指導を行った。 

加えて、第 12回全国和牛共進会鹿児島大会への出品に関し、技術的な支援を行った。 

 

２. 家畜改良指導 

（１）登録の推進 
家畜改良指導の一環として登録を推進し、繁殖雌牛の基本登録審査および子牛登記検査を

実施した。 

  ※ 令和４年度登記・登録実施状況 

    基本登録審査 １９８頭 子牛登記検査 １，５６２頭 

 

 

 

（２）育種価の分析 
和牛繁殖農家において産子の産肉成績データを収集、全国和牛登録協会に解析を依頼し繁

殖雌牛の育種価評価を行った。農家ごとに育種価情報を取りまとめ、交配シミュレーション

を作成し交配指導を行った。 
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滋賀県供用繁殖雌牛の育種価(令和４年） 

枝肉重量 

(kg) 

ロース芯面積 

(㎠) 

バラの厚さ 

(㎝) 

皮下脂肪厚 

(㎝) 

歩留 

(%) 

脂肪交雑 

(基準値) 

41.236 12.062 0.885 -0.336 2.015 1.717 

 

 

 

３. 研修会開催 

各団体が開催する研修会に対し技術的支援を行った。 

 

題目 開催者 対象者 月日 

第 12 回全国和牛能力共進会鹿児

島大会について 

～滋賀県の取り組みと課題～ 

「おうみ」和牛繁

殖協議会 

和牛繁殖・肥育農家 令和５年１月２４日 

第 12 回全国和牛能力共進会鹿児

島大会について 

～北海道全共に向けて～ 

一般社団法人滋

賀県畜産振興協

会 

関係機関・関係団体 令和５年２月７日 

和牛改良について 「おうみ」和牛繁

殖協議会 

和牛繁殖・肥育農家 令和５年３月２２日 

 

４. 全国和牛能力共進会 

 

（１）背景・目的 
令和４年１０月に開催された第１２回全国和牛能力共進会鹿児島大会（主催：公益社団法

人全国和牛登録協会）において、本県からは肉牛の部（第８区去勢肥育牛の部）に加え、特

別区（高校及び農業大学校の部）に初めて種牛を出品した。当所は、それら出品に係る技術

的支援を実施した。 
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（２）活動内容 
 

〇肉牛の部（第８区去勢肥育牛の部） 

繁殖・肥育一貫経営で生産された出品候補牛について、育種価情報を提供するとともに、

当所の農家巡回時における定期的な体型測定や血液検査結果等により、出品候補牛の発育状

況やビタミンＡの動態等について技術指導を実施した。 

加えて、脂肪の質が重視された新しい審査基準への対応の一つとして、脂肪の質に係る研

修会の開催や食味検討会の場等を通じて、情報提供や技術的助言を実施した。 

 

〇特別区（高校及び農業大学校の部） 

県立長浜農業高等学校が本県から初めて全国和牛能力共進会に種牛を出品した。次世代の

畜産を担う後継者育成に係る取り組みであることから関係機関等連携の下、当所主体で技術

指導にあたった。 

交配計画や繁殖雌牛・育成牛の給与飼料等の一般的な飼養管理指導に加え、出品牛の審査

基準への対応等の指導を行った。調教については、関係団体と協力して外部講師による調教

の研修会を実施し、研修会後は当所が牛の扱い方等について指導した。 

 

（３）結果 
 

〇肉牛の部（第８区去勢肥育牛の部） 

第８区（去勢肥育牛の部）は、３９道府県から５８頭が出品され、本県の出品牛２頭 

（出品１１７号、１１８号）は、本県歴代最高となる優等賞１１席および優等賞２２

席を受賞した。 

項目 １１７号牛 １１８号牛 

生体重 ６５１ｋｇ ７５１ｋｇ 

枝肉重量 ４２１．４ｋｇ ５１２．１ｋｇ 

ロース芯面積 ６０㎠ ９４㎠ 

バラの厚さ ７．６ｃｍ ９．７ｃｍ 

皮下脂肪厚 ２．０ｃｍ ３．０ｃｍ 

歩留 ７５．２ ７９．０ 

BMS No. １１ １２ 

歩留等級 Ａ Ａ 

肉質等級 ５ ５ 

MUFA（一価不飽和脂肪酸）予測値 ６０．８ ４７．６ 

席次 優等賞１１席 優等賞２２席 

 

〇特別区（高校及び農業大学校の部） 

特別区（高校及び農業大学校の部）は、２４道県２４校から参加があり、本県は優等賞 

１６席を受賞した。 
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（４）今後の問題と次年度以降の計画 
 

〇肉牛の部（第８区去勢肥育牛の部） 

脂肪の質を良くするためには、脂肪の質に遺伝的改良と肥育技術の改良が必要である。そ

のためには、脂肪の質に係る枝肉データ収集体制を構築し、育種価評価を実施できるよう検

討する必要がある。さらに、脂肪の質の育種価評価の活用や飼料の改善等、脂肪の質向上に

向けた技術的支援が必要である。 

 

〇特別区（高校及び農業大学校の部） 

本県が全国和牛能力共進会に種牛を出品したのは今回が初めてであり、出品指導が当所と

して初めてであった。今後も次回大会に向けて高校が継続して取り組むことから、当所とし

ても継続して種牛の出品指導ができるよう、技術者の育成および出品技術の向上に取り組

む。 
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第５ 自給飼料 

１. 自給飼料生産事業 

（１）背景・目的 
センター内で飼養する牛（肥育牛を除く）の飼料自給を目的に、飼料畑等において、飼料

作物の栽培・収穫・調製を行う。また、施設で処理した堆肥を基肥等に有効活用する。 

 

（２）今年度の事業内容 
夏作物、冬作物とも刈り取り後、予乾のうえ調製し、ラッピングサイレージとし、センタ

ー内で飼養する牛（肥育牛を除く）の飼料とする 

 

（３）目標に対する実績 

    ロールベールサイレージ年間生産個数 

目標：1,500ロール。 実績：1,553ロール。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イタリアンライグラスおよび栽培ヒエは、計画的な栽培が実施でき、良好な生産量であっ

たが、スーダングラスは、一部ほ場で収穫期の断続的な降雨と倒伏により収穫作業が行えず

生産量が減少した。全体の生産量としては、目標数量を確保できた。 

 

（４）今後の問題と次年度以降の計画 
自給飼料の確保のため、引き続き飼料生産を行う。 

 

２. 自給飼料分析センター 

（１）背景・目的 
県内では、水田を活用した耕畜連携等による稲ＷＣＳや飼料用米等の取り組みが行われて

いる。しかし、本県の飼料自給率は、全国平均に比べ低いのが現状である。 

そこで、自給飼料の分析・評価等を行うことで、サイレージの品質向上を図り、自給飼料

のさらなる生産・利用の拡大をめざす。 

 

（２）今年度の事業内容 
県内で生産された自給飼料サイレージについて、分析・評価を行った。 

また、自給飼料の利用拡大に向けた会議等により、県関係機関との情報収集に努めた。 

 

草種 
栽培面積 
（ａ） 

生産量 
（ｋｇ） 

個数 
（ロール） 

イタリアンライグラス 2,647   254,750 1,019 

スーダングラス 300 20,500   82 

栽培ヒエ 758   75,500 302 

雑草 533 37,500 150 

総  計 4,238 388,250 1,553 
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表１．自給飼料分析件数（令和5年2月28日現在） 

 

（３）目標に対する実績 

目標：分析結果を飼料設計や次年産の品質向上に役立てるとともに、関係機関の意識統

一を図り、当センターの試験研究課題の参考とする。 

実績：サンプルの分析・評価結果は、各農業農村振興事務所農産普及課へ報告し、地域

のサイレージの品質向上に努めてもらうとともに、会議等において関係機関等へ分

析結果の提供を行った。 

 

稲ＷＣＳの分析においては、水分含量は適正範囲である５０％～６５％にサンプルの８

２％が該当、全体的な発酵品質の評価を示すＶ－スコアの点数は、不良となる６０点以下の

サンプルは無く、良となる８０点以上のサンプルが全体の９４％あるなど、品質は良好であ

った。 

 

表２．稲ＷＣＳにおける発酵品質の分析結果 

 

（４）次年度以降の計画 
自給飼料の分析・評価を行い、サイレージの品質向上を図るとともに、飼料価格高騰およ

び輸送エネルギー削減に対応するため、関係機関等との情報共有を図り、自給飼料の生産・

利用の拡大をめざす。 

 

 

 

一般成分 品質検査 その他
ソルガムサイレージ 2 5 5 5 0
稲ＷＣＳ 6 17 17 17 0
合計 8 22 22 22 0
一般成分：水分、粗たんぱく質、粗  、粗繊維、ADF、NDF、粗灰分

品質検査：ｐH、乳酸、酢酸、プロピオン酸、酪酸、吉草酸、VBN/TN、V-スコア

その他：硝酸態窒素

分析項目
対象作物 農家戸数 分析件数

乳酸
酢酸＋

ﾌﾟﾛﾋﾟｵﾝ酸
酪酸＋
吉草酸

55.3 4.5 1.13 0.46 0.04 1.63 2.29 94.9

±15.4 ±0.8 ±0.90 ±0.53 ±0.07 ±1.07 ±1.97 ±5.9
17

件数
VBN
 /TN

Vスコア水分 ｐH

有機酸（現物中％）

計
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第６ ふれあい広場 

１. ふれあい広場の概要 

（１）背景・目的 

動物たちとのふれあいを通じて生命の温かさ・大切さを学び、家畜への親しみと理解を深

めていただくため、センターの一部を「ふれあい広場」として一般開放している。また、飼

養している家畜の貸し出しを行い、その多面的機能（農林地の保全、景観形成、獣害対策、

ふれあいによる癒しやセラピー効果、情操教育など）を地域の活性化に活用している。 

 

（２）今年度の事業内容 

ア イベント開催・参加 

   例年開催していた羊毛クラフト教室（しがこども体験学校）は新型コロナウイルス感染症

の影響により中止した。 

 

イ 飼養家畜頭羽数                     （令和 5年 2月 1日時点） 

家 畜 名 頭羽数 家 畜 名 頭羽数 

めん羊 ３８ ウサギ ９ 

シバ山羊 ５ ポニー ３ 

トカラ山羊 １ ミニチュアホース １ 

交雑山羊 ２   

 

ウ 家畜の貸出 

除草、アニマルセラピー等を目的とした放牧      ５件 

農業まつり、イベント等       ６件 

滋賀県獣医師会学校飼育動物支援事業 ウサギふれあい教室   ５件 

  

エ 家畜の譲渡 

    羊６頭  

 

オ 月別来場者数 

R4.4月 5月 6月 7月 8月 9 月  

1,195 1,331 579 437 619 624  

10月 11月 12月 R5.1月 2月 3 月 合計 

1,318 923 319 198 300 1,019 8,862 
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 （３）次年度以降の計画 

老朽牧柵の修繕を定期的に行い、良好な飼養環境の維持に努めるとともに、ふれあい家畜

の適正な飼養頭数管理により、県民の皆様への「ふれあい広場」としての機能維持を図る。 

 

第７ 後継者育成 

１. 農業大学校 

（１）畜産専攻生 
   １年生 ５名 

２年生 １名 

  

  1年生 

科目名 
授 業 

時 間 数 
科 目 内 容   

家畜繁殖 16 

１.授精から分娩または産卵までの経過        

２.生殖器の構造および機能                

３.精子･卵子の構造及び役割 

４.繁殖機能に係るホルモンおよび作用 

５.繁殖の周期性と生殖器および行動の変化 

６.精子生理         

7.種付け理論 

飼料作物Ⅰ 16 

１.飼料作物の種類と特徴        

２.作業体系と作業機械の種類 

３.製品の品質評価 

４.病害虫の種類と防除法 

専攻演習 

（ゼミナール） 
64 

選定した課題について文献を収集・整理し、発表討議す

る。技術・経営について検討を加えるなど、常に問題点を

持つように努めると共に、発表力の向上を図る。              

実習および 

プロジェクト学習 
480 

飼養管理の基本技術の習得ならびに自らの経営計画に基づ

く実践的専門知識の理論付けを行う。 

合 計 576  
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  ２年生 

科目名 
授 業 

時 間 数 
科 目 内 容   

生物工学 16 

１.胚移植総論             

２.胚の構造と生理         

３.過剰排卵処理と胚の採取・移植   

４.胚操作 

５.胚移植技術の今後の展望 

飼料作物Ⅱ 16 

１.草地造成工法の種類と特徴    

２.牧草の種類と特徴            

３.草地での作業体系と作業機械の種類 

４.牧野における栽培の方法 

５.放牧技術と家畜管理 

専攻演習 

（ゼミナール） 

      
96 

選定した課題について文献を収集・整理し、発表討議する。

技術・経営について検討を加えるなど、常に問題点を持つよ

うに努めると共に、発表力の向上を図る。                 

実習および 

プロジェクト学習 
320 

飼養管理の基本技術の習得ならびに自らの経営計画に基づ

く実践的専門知識の理論付けを行う。                 

合  計 448   

 

２． 高等学校 

家畜に対する審査眼を養い、経営における資質の向上とクラブ員相互の交流を図る目的で８月

４日、５日に滋賀県学校農業クラブ連盟主催の、「令和４年度家畜審査研修競技会」が開催され

た。近江牛第一係担当職員が講師として和牛審査講習（講義および実習）ならびに家畜審査競技

を行った。 

県内の農業高校３校（長浜農業高等学校、八日市南高等学校、甲南高等学校）より１１名の生

徒が参加した。当日の成績優秀者が１０月６～１０日に開催された第１２回全国和牛能力共進会

（鹿児島県）で行われた和牛審査競技会に出場し、優秀賞を受賞した。 

 

３. インターンシップ 

大学生の社会的・職業的自立に向けて、能動的学修を促すことを目的として、８月２２～２６

日に滋賀県立大学の学生１名を受け入れた。 

また、一般社団法人中央畜産会研修及びＶＰキャンプとして８月３１日～９月８日に獣医学

生計７名を受け入れた。 

 

４. 中学校 

 家畜の飼養管理、飼料作物栽培など畜産の職場体験学習を通じて、畜産業への理解を深め、畜

産物生産に対する認識を促す目的で、県内中学生の体験学習を受け入れた。日野中学校 7名、朝

桜中学校３名の生徒が参加した。  
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第８ 情報活動 

１. 発行印刷物 

発行印刷物名 主な内容 年月 

令和３年度滋賀県農林水産

主要試験研究成果 

・哺乳ロボットを用いた黒毛和種子牛の多頭

飼育管理方法（Ｈ３０～Ｒ２年度） 

・滋賀県での飼料用稲と飼料用麦の生育およ

び収量の品種比較（Ｈ２９～Ｒ３年度） 

・同一圃場で１年に２回粗飼料収穫方法 

（Ｈ２９～Ｒ３年度） 

令和４年４月 

 

２. 学会誌等の誌上発表 

課題名 雑誌名等 発行年月 

危険分散のための国産飼料 通信衛生ＮＯ．９７ 令和 4 年１２月２２日 

 

３. 口頭発表 

課題名 発表会名 月日 

黒毛和種去勢牛肥育における乾燥豆腐粕

の飼料への利用について 

令和４年滋賀県試験研究機

関研究発表会 

令和４年 

１１月１１日 

黒毛和種経産牛の再肥育およびエコフィ

ードの活用 

令和４年度「おうみ」和牛繁

殖協議会 和牛改良等に係

る技術研修会 

令和５年 

３月２２日 

経膣採卵－体外受精（ＯＰＵ－ＩＶＦ）を

活用した黒毛和種育成雌牛からの胚生産 

第２８回滋賀県獣医学会 令和５年 

２月１９日 

 

４. 会議および研修会等の開催状況 

題目 対象者 人数 月日 

令和４年度家畜人工授精に関する講習会 受講希望者 １４ 令和５年１月３０日

～２月２８日 

令和４年度畜産技術振興センター試験研究・技術

指導成績検討会 

県関係機関 ２０ 令和５年３月２３日 
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